
くまがや市議会だより(7) 20.　５.　１�

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
事
業
主
体
と

の
調
整
や
協
力
、
受
け
入
れ
た
場

合
の
資
金
管
理
や
人
的
体
制
等
、

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。
国
の
指
針
の
趣
旨
を
精

査
し
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
環
境
基
本
計
画
の
中
に
こ

の
取
り
組
み
の
検
討
に
つ
い
て
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。�

（
環
境
政
策
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
改
善
に

つ
い
て
」
ほ
か�

���

田
　
島
　
道
　
夫
　
議
員�

　
　
　
①
名
称
も
用
途
も
似
か
よ

　
　
　
っ
て
い
る
「
熊
谷
ス
ポ
ー

ツ
文
化
公
園
」
と
の
混
同
を
避
け

る
た
め
、
名
称
変
更
、
愛
称
設
定

等
が
で
き
な
い
か
②
同
公
園
内
の

桜
の
種
類
と
本
数
は
③
観
光
資
源

と
し
て
の
桜
を
生
か
し
た
同
公
園

の
整
備
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
「
熊
谷
運
動
公
園
」
は
、

　
　
　
都
市
公
園
の
施
設
名
称
で

あ
り
、
変
更
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
く
親

し
ま
れ
る
愛
称
の
募
集
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。
②
現
在
、
六
百
七

十
七
本
あ
り
、
内
訳
は
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
四
百
九
十
七
本
、
熊
谷
桜
七

　�

������������

十
八
本
、
八
重
桜
六
十
五
本
、
し

だ
れ
桜
十
本
、
河
津
桜
二
十
六
本
、

大
島
桜
一
本
と
な
っ
て
い
る
。
③

今
後
も
引
き
続
き
、
さ
く
ら
の
ま

ち
熊
谷
と
し
て
、
桜
堤
と
と
も
に

桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。�

（
熊
谷
運
動
公
園
施
設
管
理
事
務
所
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
児
童
・
生
徒
の
携
帯
電
話
の
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
」
ほ
か�

熊
谷
運
動
公
園
に
つ
い
て�

問�答�

熊谷運動公園熊谷運動公園�熊谷運動公園�

ヒートアイランド対策推進宣言都市・くまがや� 男女共同参画宣言都市・くまがや�

　
三
月
定
例
会
で
は
、
次
の
内
容
の
意
見
書
を
議
員
提
出
議
案
と
し
て
上
程
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
は
、
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 �

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ �

　
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書 �

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ �

　
道
路
は
国
民
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
と
安

全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
は
、
計
画
的
に
整
備
・
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
整
備

に
対
す
る
住
民
要
望
も
強
い
。�

　
本
市
に
お
い
て
も
、
合
併
団
体
と
い
う
事
情
に
よ
り
、
都
市
基
盤
の
骨
格
と
な
り
、
活
力
あ
る
地
域
経
済
を

支
え
る
広
域
連
携
道
路
の
整
備
促
進
及
び
市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
道
路
の
整
備
等
、

計
画
的
な
道
路
整
備
の
推
進
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。�

　
こ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
道
路
特
定
財
源
の
使
途
、
暫
定
税
率
の
存
続
等
が
議
論
さ
れ
、
国
民
の
関
心
が
非

常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。�

　
原
油
高
騰
の
折
、
市
民
の
家
計
へ
の
影
響
を
考
慮
す
れ
ば
、
安
価
に
ガ
ソ
リ
ン
等
を
購
入
し
た
い
と
い
う
国

民
感
情
は
十
分
に
理
解
で
き
る
し
、
そ
の
願
い
は
大
き
く
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
で
は
、
平
成
二
十
年
度
予
算
の
歳
入
に
道
路
特
定
財
源
か
ら
の
譲
与
税
及
び
地
方
道

路
整
備
臨
時
交
付
金
等
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
廃
止
・
縮
小
さ
れ
る
と
、
平
成
十
九
年
度
ベ
ー
ス
で

は
、
お
よ
そ
七
億
三
千
万
円
規
模
の
歳
入
不
足
と
な
る
。
そ
の
影
響
は
甚
大
で
、
本
市
議
会
と
し
て
は
到
底
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。�

　
よ
っ
て
、
現
行
暫
定
税
率
の
適
用
期
限
が
二
週
間
後
に
迫
る
今
、
国
に
お
い
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の

取
組
み
を
要
望
す
る
。 �

�記�

�

一
　
当
面
の
間
、
現
行
の
暫
定
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
。 �

�

二
　
道
路
特
定
財
源
・
暫
定
税
率
に
係
る
諸
問
題
に
つ
き
、
充
分
に
議
論
を
尽
く
し
、
国
民
的
理
解
を
得
ら
れ

　
　
る
法
体
系
を
平
成
二
十
年
度
内
を
目
途
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
。 �

�

三
　
法
体
系
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治
体
の
財
源
を
現
行
水
準
で
確
保

　
　
す
る
こ
と
。�

� 関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出�

「チーム・マイナス６％」では、

温室効果ガス削減のためのア

クションプランを設定してい

ます。�

○自動車の使い方で減らそう！�
　停車中はエンジンオフ。�


